
子どもをとりまく人間関係

· きょうだい関係を育てる

きょうだいは助け合い、いたわり合い、教え合い、競い合い、時にはけんかをしながら人の心の動きを知り、人とのつき合い方を身につけていきます。

きょうだいを比較して品定めをするようなことをいったり、男女の違いや、年長・年少ということで差別しないで、公平にきょうだいの関係を調整しながら暖かく見守り、互いに認め、かばいあうようにしむけましょう。

· 友人関係を育てる

最近の子どもは、きょうだいも少なく、また、むかしのように地域の中で、がき大将を中心にして異なった年齢の子どもたちと遊ぶ機会も少なくなったためか、相手の立場に立ってものを考えることが苦手です。そのため利己的で人との協調ができない子どもが多いようです。

友だちは子どもの社会性の発達に大きく影響します。高学年になるほど友だちから大きな影響を受け、友だちづきあいの中から学ぶことが多くなります。

よい友だちを持つことを望むなら、まず、わが子の性格やものの考え方を見直してください。自分自自身がよい友だちになる努力をすれば、相手の友だちも向上します。

親は子どもの話をよく聞き、交友関係をよく理解して、よい助言者になってあげましょう。親どうしが親しくつき合い、互いに連絡をとり合うことも、健全な交友関係を育てる鍵となります。

· 子どもと祖父母

年寄りは孫を溺愛し過ぎるので、年寄りが育児にかかわると、内弁慶、弱虫、お山の大将という好ましくない性格の子どもになると思われています。

たしかに、年寄りのいる家庭の子どもは、世話され過ぎて頼りないところもありますが、その反面、

気持ちにうるおいがあり、ほのぼのとしたふんいきを身につけているという長所も見落としてはなりません。

とかく両親は、しつけの効果をあせって、年寄りにも同じ歩調を望みがちです。しかし、子どもの話にじっくりと耳を傾けて、若い両親が忘れたり、見落としたりしていることを、たんねんに、時間をかけて話してあげる年寄りの存在は貴重なものです。

■地域の教育力を高める
子どもは地域の行事に参加したり、地域の人々とのさまざまな共同生活を体験したり、地域の子どもたちと自由な仲間を作ったりしながら、家庭のなかだけでは満たされない、社会的経験を積み重ねていきます。

ところが、最近の地域社会は、その大切な教育力を失ってきているように思われます。町に氾濫する不良出版物、社会のルールを無視した成人の行動、暴走する乗り物……。このような環境は、子どもたちに不安、いらだち、失望を与え、健やかな成長を妨げています。すべてのおとなが手を結び、地域の教育力を回復し、子どもたちのための望ましい地域環境をつくりあげるよう努力しましょう。ある地域で「うちの子を叱ってくれてありがとう運動」をしたことがありますが、自分の子どもだけでなく、危険な遊びや非行につながる行動の子どもを見かけたら、一声かけてさとし、やめさせるような連帯意識にあふれた地域でありたいものです。

· 町の人々のつながり

町会や地域の各種組織や団体が主催する行事や地域活動には、積極的に参加させましょう。

特に異なる年齢の子どもたちとの集団活動や社会奉仕活動への参加は有意義です。

愛郷心や連帯感がそこから芽生え、また協力することの大切さや、責任を果たすことの意義を学び、公共の場や自然を大切にする心もつちかわれます。
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